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１高炉セメントの概要

高炉セメント

普通セメント

原料工程

原　料
粉砕機

焼成炉 粉砕機

高炉セメント混合

粉砕機

仕上工程

水砕スラグ 高炉スラグ微粉末

石膏

石灰石
粘土等

クリンカ

石膏

石炭

普通セメント

OC2

焼成工程

■ 高炉セメントと普通セメントの製造比較

鉄鉱石

コークス

石灰石

■ 高炉スラグ

高炉スラグ

銑鉄

徐冷スラグ

水砕スラグ
(急冷)

溶鉱炉（高炉）

■ 高炉セメントの種類
(JIS Ｒ ５２１１)

・広く市販されているＢ種の
　スラグ分量は40　～50％

・他に低発熱高炉セメントも
　市販されている

■ 高炉セメントの種類
(JIS Ｒ ５２１１)

・広く市販されているＢ種の
　スラグ分量は40　～50％

・他に低発熱高炉セメントも
　市販されている

種　類 スラグ分量

Ｃ 種

Ａ 種

Ｂ 種

60～70%

30～60%

5～30%

〔鐵鋼スラグ協会資料より作成〕
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２アンケートの趣旨と回答状況

〔アンケートの趣旨〕

　３団体((社)日本建設業団体連合会・(社)日本土木工業会・(社)建築業協会)の

グリーン調達促進ワーキンググループは「建設業における環境行動計画」(第４

版；2007年)における取組項目として‘重点グリーン調達品目の設定と調達促進’

を策定しています。

その一環として此の度、高炉セメント(コンクリート)について３団体会員各社の使

用状況、中でも採否を決める要因、効果的な使用例などの調達促進に供する状

況を把握するとともに、環境負荷低減への貢献の可能性を検討するために３団

体会員各社の使用状況について状況を検討いたしたく、よろしくご協力いただき

たい。

〔回答状況〕

○ 回答数　51社　（67名）
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高炉セメント(コンクリート)の適用状況（部門別） ３

Ｑ１；2006年度にグリーン調達活動の一環として高炉セメント(又は高炉生コンクリート)を採用
　　　されましたか。

Ｎ＝５９

採用した　８３％

採用しなかった　１３％

その他　４％

Ｎ＝２７

採用した　７８％

採用しなかった　２２％

Ｎ＝１２

採用した　９２％

採用しなかった　８％

〔土木部門のみの回答者〕 〔建築部門のみの回答者〕

〔全　　体〕

［参　考］
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４高炉セメント(コンクリート)の適用箇所〔土木構造物〕

均しコンクリート
側 溝
管 渠

重力式擁壁
重力式橋台

法 枠
護岸の基礎
笠コンクリート
帯コンクリート

集水桝
ＲＣ擁壁

トンネルライニング
半重力式橋台･擁壁
消波根固ブロック

暗 渠
Ｕ型擁壁
洞 門
水 門
樋 門
樋 管
橋 脚
橋 台
共同溝
地下道
函 渠

ｹｰｿﾝ基礎の中詰
水中コンクリート
場所打ち杭
深礎杭
水 叩
ダ ム
護 岸
舗 装

港湾工事一般
他の土木工事

22
11
10

14
4

2
12

4
2
4

11
9

4
4

7
1

4
0

3
1

28
19

3
2

8
2
3

18
9

0
10
12

1
6

14

.橋　梁

ダ　ム

.高架橋

.道　路

河　川

港　湾

空　港

トンネル

鉄　道

他の土木構造物

用途特になし

11

12

1

22

11

4

19

24

11

16

24

Ｑ２-1；高炉セメント(コンクリート)を採用した
　　　　構造物等の主な用途は何ですか。　
　　　　　　　　　　　　　　(複数回答 可)

Ｑ２-2；主にどのような箇所に高炉セメント　　　　
　　　　 (コンクリート)を用いましたか。　　　
　　　（建築/土木併せて多いものから最大10項目）

ｎ＝１５５

ｎ＝２６０

〔その他(≧２)例〕
・フェンス基礎(2) 
・充填モルタル(2) 
・橋梁高欄(２)
・地盤改良（３）

〔その他(≧２)例〕
・仮囲い(2)
・上下水道･浄水(5)
・工場土木(2)
・地域造成(3)
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５高炉セメント(コンクリート)の適用箇所〔建築構造物〕

Ｑ２-2；主にどのような箇所に高炉セメント　　
　　　　 (コンクリート)を用いましたか。
　　　（建築/土木併せて多いものから最大10項目）

Ｑ２-1；高炉セメント(コンクリート)を採用 した　
　　　　 構造物等の主な用途は何ですか。　　
　　　　　　　　　　　　(複数回答 可)

.捨てｺﾝｸﾘｰﾄ

連続地中壁

.地中梁

基礎・耐圧版

場所打坑

CFT

ﾗｯﾌﾟﾙｺﾝｸﾘｰﾄ

RC擁壁

地盤改良

他建築工事

7

3

10

15

23

1

4

1

5

5

.集合住宅

事務所

.病院

.商業施設

学校

官公庁

生産施設

他の建築物

用途特になし

18

8

2

4

5

5

5

3

6

ｎ＝７４

ｎ＝５６

〔その他(≧２)例〕

・エレベーター

〔その他(≧２)例〕

・エレベーター基礎
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６高炉セメント(コンクリート)の採用理由

Ｑ２-3；高炉セメント(又は高炉生コンクリート)を採用された理由をお答えください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(複数回答 可)

仕様書に記載

環境負荷低減

工事費削減

価 格

化学的特性

物理的特性

コンクリートの耐久性向上

六価クロムの溶出減

その他

4

13

4

11

19

9

19

52

12

ｎ＝１４３
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７高炉セメント(コンクリート)を採用しにくい理由

Ｑ３；高炉セメント(又はコンクリート)を採用しにくい理由をお答えください。　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(複数回答 可)

初期強度が小さい

中性化速度が若干大きい

品質にばらつきがある

強度の管理材齢が長い

工事費削減

価 格

入手しにくい

その他

31

9

11

14

1

9

6

18

〔その他〕　　1回答に複数の理由もある

・収縮大きく、ひび割れが発生し易い（８）

・設計仕様でない・記載がない(２)

・養生期間が長い(２)

・構造計算等設計時に検討を要する(２)

・入手しにくい地域がある(２)

・住宅性能評価等の制約がある(２)

・建築工事；規模等により採用し難い

・温度上昇量が小さくない

・所定強度を得るための添加量が多い

〔その他〕　　1回答に複数の理由もある

・収縮大きく、ひび割れが発生し易い（８）

・設計仕様でない・記載がない(２)

・養生期間が長い(２)

・構造計算等設計時に検討を要する(２)

・入手しにくい地域がある(２)

・住宅性能評価等の制約がある(２)

・建築工事；規模等により採用し難い

・温度上昇量が小さくない

・所定強度を得るための添加量が多い

ｎ＝９９
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８高炉セメント(コンクリート)の環境負荷低減

Ｑ４；高炉セメント(又はコンクリート)の環境負荷低減として何が有効と考えますか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(複数回答 可)

省資源

製造エネルギー

副産物の有効利用

地球温暖化ガス発生抑制

その他

28

10

56

10

0 ｎ＝１０４
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９高炉セメント(コンクリート)の採用促進の社内措置

Ｑ５；設計施工案件において、積極的に高炉セメント(又はコンクリート)を使用するため　
　　　の特記仕様などを社内規定してますか

Ｎ＝５４

規定している　７％

特にしていない　５３％

規定していないが、出来るだけ使
用するようにしている　

３３％

その他　７％

〔その他〕

・設計時に「環境配慮設計チェックシート」により採用の有無をチェックし推奨

・施工時「グリーン調達要領」により採用、使用を推奨

・自社設計物件での場所打坑はＢＢ及びＮどちらでも良いよう特記仕様に記載

・環境リサイクル製品の採用の品物として促進活動を展開

・断面が薄く、表面積の大きいひび割れの生じやすい部位への適用は避けるよう指導



日建連セミナー
（グリーン調達）

10高炉セメント(コンクリート)の採用促進のための措置

Ｑ６；今後、高炉セメント(又はコンクリート)の使用を促進するためにはどのような措置が必　　　
　　　要と考えますか。　（複数回答　可）

仕様書に明記

積極的提案

材料の安定供給

用法に関する技術整備

適正価格

材料の改良・開発

用途開発

環境負荷低減効果評価

その他

特になし

14

5

1

22

20

9

2

51

8

8

ｎ＝１４０

〔その他〕
・発注者側の理解　　　
・事前に設計事務所にＰＲが必要
・価格差を戻す　　　　
・適用箇所・部位の明確化
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11高炉セメント(コンクリート)の適用例・自由意見

〔全　般〕

① 乾燥収縮；大、水和熱；大、中性化；早い、コスト；Ｎと同等⇒⇒⇒適用し難さ増大

② 最近はＢＢ/Ｎの単価；同等、住宅性能評価（Ｑ３）等の制約⇒⇒⇒使用機会が減少

③ ‘公共工事；仕様書、民間工事；提案’だがデメリットで支障発生リスク⇒⇒⇒技術的課題解決が要る

〔物性（収縮・ひび割れ､中性化､硬化・強度発現）〕

① 適用は一般化したが、収縮；大、ひび割れ発生率；大⇒⇒⇒検討が要る(地下構造物；漏水)

② 中性化；早い⇒⇒⇒鉄筋の錆が問題にならない部分、杭などに適用

③ (初期強度発現；低いが）長期強度発現；優⇒⇒⇒長期の強度持続が必要な構造物に適用

④ 強度がばらつく場合があり､夏は硬化開始が早く冬は遅く十分な養生が必要⇒⇒⇒欠点の解決

〔使途・使用方法〕

① 諸特性を把握し適材適所に活用⇒⇒⇒置換率向上←←←但し、十分な計画等が必要

② 高炉コンクリートは強度発現が遅く、価格が安い⇒⇒⇒杭や基礎・地中梁に使用

③ ‘キャッチフレーズ；マスコンに有効’だが、誤用による支障も生じる⇒⇒⇒使い方情報の提供促進

④ 水和熱に伴う温度ひび割れ、収縮ひび割れ⇒⇒⇒低発熱高炉セメントの活用

〔施工性〕

① 部材断面が小さい建築では、高炉セメントは粘稠性があり打設しにくい⇒⇒⇒流動化剤の開発等

② 初期強度；小⇒⇒⇒型枠、支保工を必要とする構造の中では使い難い

〔価格・施工コスト〕

① 燥収縮応力が長期に亘り湿潤養生期間；長期だが、養生費は計上しない⇒⇒⇒施工コストＵＰ

② 地域によっては普通コンクリートと比較して高い場合がある

〔環境負荷低減〕

① 環境面から使用促進を図る⇒⇒⇒施主を含めデメリットを認識し、予算措置(含；補助金)が必要
② 土木工事の仕様で採用していたが、グリーン調達促進のためではない

〔全　般〕

① 乾燥収縮；大、水和熱；大、中性化；早い、コスト；Ｎと同等⇒⇒⇒適用し難さ増大

② 最近はＢＢ/Ｎの単価；同等、住宅性能評価（Ｑ３）等の制約⇒⇒⇒使用機会が減少

③ ‘公共工事；仕様書、民間工事；提案’だがデメリットで支障発生リスク⇒⇒⇒技術的課題解決が要る

〔物性（収縮・ひび割れ､中性化､硬化・強度発現）〕

① 適用は一般化したが、収縮；大、ひび割れ発生率；大⇒⇒⇒検討が要る(地下構造物；漏水)

② 中性化；早い⇒⇒⇒鉄筋の錆が問題にならない部分、杭などに適用

③ (初期強度発現；低いが）長期強度発現；優⇒⇒⇒長期の強度持続が必要な構造物に適用

④ 強度がばらつく場合があり､夏は硬化開始が早く冬は遅く十分な養生が必要⇒⇒⇒欠点の解決

〔使途・使用方法〕

① 諸特性を把握し適材適所に活用⇒⇒⇒置換率向上←←←但し、十分な計画等が必要

② 高炉コンクリートは強度発現が遅く、価格が安い⇒⇒⇒杭や基礎・地中梁に使用

③ ‘キャッチフレーズ；マスコンに有効’だが、誤用による支障も生じる⇒⇒⇒使い方情報の提供促進

④ 水和熱に伴う温度ひび割れ、収縮ひび割れ⇒⇒⇒低発熱高炉セメントの活用

〔施工性〕

① 部材断面が小さい建築では、高炉セメントは粘稠性があり打設しにくい⇒⇒⇒流動化剤の開発等

② 初期強度；小⇒⇒⇒型枠、支保工を必要とする構造の中では使い難い

〔価格・施工コスト〕

① 燥収縮応力が長期に亘り湿潤養生期間；長期だが、養生費は計上しない⇒⇒⇒施工コストＵＰ

② 地域によっては普通コンクリートと比較して高い場合がある

〔環境負荷低減〕

① 環境面から使用促進を図る⇒⇒⇒施主を含めデメリットを認識し、予算措置(含；補助金)が必要
② 土木工事の仕様で採用していたが、グリーン調達促進のためではない
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12　　グリーン調達の効果の評価（例）－高炉セメントの場合－

(9) 公共工事

① 高炉セメント

　グリーン購入法施行前の平成12年度における高炉セメントの市場占有率と平成17年度において国等

が調達した高炉セメント及び生コンクリート(高炉)について、セメントを高炉スラグに置き換えることによ

り得られる平成17年度のセメント製造時における二酸化炭素排出削減量を試算すると、表2‐4のとおり。

表2-4 国等の機関の特定調達物品(高炉セメント)の調達による二酸化炭素排出削減量の試算

　【試算の前提】

　　　○ 高炉セメントにおける高炉スラグ配合率を４５％とする

　　　○ 生コンクリートの単位セメント量を250kg/m3とする

　　　○ 二酸化炭素排出量算定のセメント製造時の排出計数は417kg-CO2/㌧

　　　○ セメント製造用石灰岩の含水率は3.1％

(9) 公共工事

① 高炉セメント

　グリーン購入法施行前の平成12年度における高炉セメントの市場占有率と平成17年度において国等

が調達した高炉セメント及び生コンクリート(高炉)について、セメントを高炉スラグに置き換えることによ

り得られる平成17年度のセメント製造時における二酸化炭素排出削減量を試算すると、表2‐4のとおり。

表2-4 国等の機関の特定調達物品(高炉セメント)の調達による二酸化炭素排出削減量の試算

　【試算の前提】

　　　○ 高炉セメントにおける高炉スラグ配合率を４５％とする

　　　○ 生コンクリートの単位セメント量を250kg/m3とする

　　　○ 二酸化炭素排出量算定のセメント製造時の排出計数は417kg-CO2/㌧

　　　○ セメント製造用石灰岩の含水率は3.1％

12年度比削減量 全体の削減量シェア増分H17年度比H12年度比
品　目 単

位

高炉セメント

生コンクリート(高炉)

適用品目

3,053,834

4,696,195

㌧

m3

合　　計

24.4％ 24.5％ 0.1％
687

264

555,287

213,481

951 768,768

高炉セメントシェア 二酸化炭素削減量(ｔ-CO2)

― ― ― ―

〔｢国等の機関によるグリーン購入の実績及びその環境負荷低減効果等について｣(2006年3月；環境省)より〕


